
　

籾
山
町
長
は
、
平
成
17
年
に
、

「
お
も
い
や
り
、
夢
、
創
造
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
初
め

て
の
町
長
選
挙
に
の
ぞ
み
、
当

選
以
来
11
年
に
渡
り
、
常
に
町

民
目
線
に
立
っ
た
思
い
や
り
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
精
神
の
も

と
、
「
住
ん
で
み
た
い
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
武
豊
」
を
目
指
し

て
邁
進
し
て
き
た
と
認
識
し
て

い
る
。

　
　

３
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
つ
い
て
の
自
己
評
価
は
。

　
　
　
　

現
在
計
画
中
の
事
業

を
含
め
、
私
が
目
指
し
た
目
標

は
、
ほ
ぼ
達
成
の
姿
が
見
え
て

き
た
。
懸
案
事
項
や
継
続
事
業

を
含
め
て
大
き
く
前
進
で
き
た

と
思
っ
て
い
る
。

　
　

「
入
り
を
は
か
り
て
出
る

を
制
す
る
」
と
し
て
、
補
助
金

な
ど
の
確
保
、
支
出
削
減
に
努

め
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
行
政
経

営
す
る
こ
と
が
必
須
と
断
言
し

て
い
た
が
、
そ
の
成
果
は
。

　
　
　
　

平
成
27
年
度
末
現
在

の
財
政
調
整
基
金
残
高
も
、
行

　

政
改
革
目
標
値
を
上
回
る
19
億

円
を
維
持
し
て
い
る
。
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、
従
来
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
つ
つ
、
将

来
に
残
す
べ
き
「
ま
ち
」
の
財

産
の
礎
を
創
っ
て
き
た
こ
と
は
、

「
入
り
を
は
か
り
て
出
る
を
制

す
」
「
足
る
を
知
る
」
の
思
い

に
よ
る
成
果
と
考
え
て
い
る
。

　
　

現
在
の
任
期
も
あ
と
半
年

と
な
り
、
４
期
目
と
な
る
次
期

町
長
選
挙
に
向
け
て
の
意
向
は
。

　
　
　
　

議
員
の
方
々
を
始
め
、

各
般
に
わ
た
る
町
民
の
皆
さ
ま
、

諸
団
体
の
皆
さ
ま
な
ど
、
ご
支

援
が
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、
引

き
続
き
、
町
政
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

私
の
新
た
な
思
い
の
実
現
に

向
け
、
剛
毅
果
断
の
精
神
で
、

よ
り
よ
い
「
町
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
い
く
。

　
　

青
少
年
育
成
事
業
に
力
を

入
れ
て
い
る
部
で
は
、
予
算
的

に
も
厳
し
く
、
町
民
大
会
の
開

催
も
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。

　

小
中
高
生
を
対
象
と
す
る
、

青
少
年
育
成
事
業
も
兼
ね
た
町

民
大
会
の
運
営
な
ど
に
、
別
枠

の
予
算
措
置
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

　
　
　
　
　
　

別
枠
の
予
算
措

置
は
、
現
在
の
状
況
を
見
守
り

な
が
ら
、
状
況
に
よ
っ
て
検
討

し
て
い
く
。

問

問 体
育
協
会
の
補
助
金
に

別
枠
予
算
を

問

問

答

教
育
部
長

答

町
長

答

町
長

町政を問う！ 会派代表

政和クラブ
南 賢治 議員

一
般
質
問次期町長選挙に

向けての意向は
問

町政の担当を続投できたら答

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政

全
般
に
対
し
、
疑
問
点
を
質
問
し
確
か
め

る
こ
と
で
す
。

　

会
派
の
代
表
者
が
質
問
す
る
「
会
派
代

表
質
問
」
と
、
個
々
の
議
員
が
質
問
す
る

「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、
質
問
時
間
は
答

弁
を
含
め
50
分
以
内
で
す
。

答

町
長

い
し
ず
えご

う

き

か

だ

ん

■町民大会の風景

公
約
の
成
果
は

次
期
町
長
選
挙
へ
の
意
向
は
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個人質問 町政を問う！会派代表 町政を問う！

　

国
は
す
べ
て
の
健
康
保
険
組

合
に
対
し
、
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
」
の
作
成
・
公
表
・
事
業

実
施
・
評
価
な
ど
の
取
組
み
を

求
め
て
い
る
。

　

そ
こ
で
武
豊
町
の
取
り
組
み

を
質
問
す
る
。

　
　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
策
定

に
よ
り
期
待
で
き
る
効
果
は
。

①
町
独
自
の
費
用
対
効
果
の
高

　

い
事
業
が
で
き
る
。

②
医
療
費
分
析
・
保
健
指
導
に

　

よ
り
、
医
療
費
の
削
減
や
抑

　

制
と
い
っ
た
適
正
化
が
図
れ

　

る
。

③
被
保
険
者
の
健
康
寿
命
の
延

　

伸
が
見
込
め
る
。

　
　

武
豊
町
の
健
康
課
題
と
そ

の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　

①
特
定
健
診
未
受
診
者
対
策

　
　

再
度
案
内
の
ハ
ガ
キ
を
出

　

す
。

②
生
活
習
慣
病
・
メ
タ
ボ
対
策

　
　

腹
囲
の
基
準
超
え
が
県
下

　

ワ
ー
ス
ト
１
位
で
あ
り
、
生

　

活
習
慣
病
関
連
の
医
療
費
が

　

全
体
の
半
分
を
占
め
て
い
る

　

た
め
、
「
幸
せ
の
黄
色
い
リ

　

ボ
ン
事
業
」
と
名
付
け
町
内

　

の
公
共
施
設
に
腹
囲
を
確
認

　

す
る
黄
色
い
リ
ボ
ン
を
設
置

　

し
た
。

③
重
症
化
予
防
対
策

　
　

重
症
化
予
防
や
適
正
受
診

　

に
特
化
し
た
専
門
職
に
よ
る

　

個
別
訪
問
指
導
の
事
業
化
を

　

計
画
す
る
。

④
医
療
費
適
正
化
事
業

　
　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差

　

額
通
知
を
町
独
自
の
方
法
に

　

変
更
す
る
検
討
を
し
て
い
る
。

⑤
が
ん
対
策

　
　

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上

　

と
精
密
検
査
へ
の
受
診
勧
奨

　

を
行
う
。

⑥
健
康
づ
く
り
対
策

　
　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業「
健

　

康
た
け
と
よ
ス
マ
イ
レ
ー
ジ
」

　

を
推
進
し
て
い
く
。

　
　

予
防
給
付
の
訪
問
介
護
と

通
所
介
護
は
、
総
合
事
業
に
す

べ
て
移
行
す
る
。
総
合
事
業
移

行
へ
の
課
題
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　

訪
問
型
・
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
そ
れ
ぞ
れ
に
お

い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

よ
り
提
供
さ
れ
る
「
住
民
主
体

に
よ
る
支
援
体
制
作
り
」
が
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
　

対
象
者
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

要
支
援
１
・

　
２
の
方
に
つ
い
て
は
、
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
肢
が
広

が
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
　

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
介
護

保
険
料
へ
の
影
響
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
が

増
え
れ
ば
、
そ
れ
に
対
す
る
給

付
は
増
え
、
介
護
保
険
料
に
反

映
さ
れ
る
。
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
を
増
や
し
て
、
健
康
寿
命
を

延
ば
し
、
適
正
な
介
護
保
険
料

に
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

問

問

問 多
様
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

きずな
青木 信哉 議員

個人質問 町政を問う！

めざせ！！ 脱！ 太っ腹な武豊答

武豊町の健康施策の
目標は

問

会派代表 町政を問う！

■「幸せの黄色いリボン事業」のポスター

武
豊
町
の
健
康
施
策
は

問問 答

町
長

答

健
康
福
祉
部
長

答

健
康
福
祉
部
長

答

健
康
福
祉
部
長

答

健
康
福
祉
部
長
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町政を問う！ 会派代表

　
　

通
信
手
段
の
寸
断
や
燃
料
・

宿
泊
施
設
の
不
足
、
移
動
手
段

の
制
約
か
ら
、
広
域
で
の
支
援

が
受
け
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
町
と
し
て
の
対
応
は
で
き

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

迅
速
か
つ
継
続
的
な

支
援
が
行
え
る
関
係
を
構
築
す

る
た
め
、
知
多
５
市
５
町
で
平

成
27
年
３
月
26
日
に
「
知
多
地

域
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
を

締
結
し
た
が
、
災
害
の
状
況
に

　

よ
っ
て
は
、
燃
料
や
宿
泊
施
設

の
不
足
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制

約
を
受
け
る
た
め
、
広
域
の
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　

避
難
所
の
応
急
危
険
度
判

定
は
、
確
実
に
行
わ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

町
内
在
住
の
判

定
士
が
、
22
人
登
録
さ
れ
て
お

り
、
避
難
所
の
応
急
危
険
度
判

定
は
、
確
実
に
対
応
す
る
。

　
　

応
急
危
険
度
判
定
員
の
、

震
災
後
３
日
目
の
自
動
参
集
の

配
備
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

災
害
時
に
速
や

か
な
応
急
危
険
度
判
定
が
実
施

で
き
る
よ
う
に
、
４
〜
５
人
ず

つ
の
５
班
編
成
で
、
毎
年
度
、

連
絡
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

震
災
後
の
状
況
に
よ
り
、

行
政
機
能
が
混
乱
し
ス
ム
ー
ズ

な
「
り
災
証
明
の
発
行
」
が
で

き
ず
、
震
災
後
の
再
建
が
遅
れ

て
い
る
状
況
が
報
じ
ら
れ
て
い

る
が
、
町
の
対
応
は
整
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

災
害
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
「
り
災
証
明
書
発
行

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
、
税

務
課
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
、

り
災
証
明
書
の
発
行
業
務
に
携

わ
る
。
「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
」
を
導
入
し
、
体
制
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。

　
　

全
国
的
に
空
き
家
に
対
す

る
関
心
が
高
い
中
、
町
が
行
っ

た
空
き
家
所
有
者
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
は
。

　
　
　
　
　
　

調
査
対
象
者
１

２
４
件
の
う
ち
、
88
件
か
ら
回

答
が
あ
っ
た
。

　

空
き
家
に
な
っ
た
理
由
は
、

他
所
に
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購

入
し
移
転
24
％
、
住
人
が
死
亡

23
％
、
賃
借
人
が
転
居
19
％
、

相
続
し
た
が
居
住
者
が
い
な
い

11
％
で
あ
っ
た
。

　

費
用
面
や
相
続
な
ど
の
問
題

で
何
と
も
で
き
な
い
こ
と
が
多

い
。
結
果
は
、
本
年
度
策
定
予

定
の
町
空
き
家
等
対
策
計
画
で

示
す
。

　

今
後
の
方
向
性
と
し
て
、

「
発
生
抑
制
」
「
管
理
不
全
解

消
」
「
有
効
活
用
」
の
３
つ
の

柱
を
軸
に
空
き
家
対
策
を
進
め

る
。

武豊クラブ
岩瀬 計介 議員

問

地元判定士により確実に対応答

避難所の
応急危険度判定は

問

■避難所に指定されている総合体育館

問

問問

問

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

建
設
部
長

答

町
長

応
急
危
険
度
判
定
は

確
実
に
対
応

毎
年
度
連
絡
訓
練
実
施

体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
る

空
き
家
対
策
を
進
め
る

災
害
の
状
況
に
よ
り

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
を
受
け
る
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個人質問 町政を問う！会派代表 町政を問う！

　

新
た
な
「
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
推
進
大
綱
」
に
、
「
困

難
を
有
す
る
子
ど
も
・
若
者
や

そ
の
家
族
の
支
援
」
が
重
点
的

に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
明
記

さ
れ
た
。
本
町
の
子
ど
も
・
若

者
が
抱
え
る
困
難
に
は
、
家
庭

や
学
校
と
地
域
・
福
祉
の
各
関

係
機
関
と
を
つ
な
ぎ
、
一
人
ひ

と
り
が
自
立
に
向
か
う
た
め
の

切
れ
目
の
な
い
、
さ
ら
な
る
支

援
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

発
達
障
害
は
早
期
発
見
・

早
期
療
育
の
開
始
が
重
要
で
あ

る
。
３
歳
児
健
診
後
は
就
学
時

健
診
ま
で
な
い
。
早
期
発
見
の

た
め
の
５
歳
児
健
診
導
入
の
考

え
は
。

　
　
　
　
　
　
　

気
に
な
る
子

ど
も
に
は
、
５
箇
所
の
指
定
園

や
あ
お
ぞ
ら
園
で
加
配
保
育
を

し
、
年
に
何
回
か
作
業
療
法
士

や
臨
床
心
理
士
に
状
態
の
確
認

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
て
、
必

要
な
支
援
を
し
て
い
る
。
５
歳

児
健
診
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

発
達
障
害
を
診
断
で
き
る

医
師
が
、
知
多
半
島
か
ら
減
っ

て
い
る
。
乳
幼
児
健
診
で
、
発

達
障
害
早
期
発
見
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
問
診
や
、
医
師
を
派

遣
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　

医
師
不
足
は
大
き
な

問
題
で
あ
り
、
武
豊
町
だ
け
で

は
難
し
い
。
愛
知
県
の
町
村
会

と
し
て
、
知
事
に
要
望
し
て
い

き
た
い
。

　
　

チ
ー
ム
学
校
と
し
て
、
福

祉
や
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
に
つ
な

げ
て
い
く
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
設
置
の
考

え
は
。

　
　
　
　
　
　

す
で
に
武
豊
町

で
は
、
不
登
校
対
策
と
し
て
同

じ
よ
う
な
役
割
を
持
つ
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
学
校
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
家
庭

を
訪
問
し
、
保
護
者
も
含
め
た

継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

Ｓ
Ｓ
Ｗ
は
、
困
難
を
抱
え

る
子
ど
も
・
若
者
を
社
会
福
祉

の
視
点
か
ら
支
援
す
る
専
門
家

で
あ
る
。
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
指
導
者
）
を
つ
け

て
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
も
し
て
い
た

だ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

現
実
、
武
豊
町
の

不
登
校
児
童
生
徒
は
多
い
。

　

理
論
上
い
ろ
い
ろ
な
制
度
が

あ
る
が
、
今
の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ

ー
タ
ー
に
は
、
実
の
あ
る
動
き

　
を
お
願
い
し
て
い
る
。
指
導
主

事
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
方

々
が
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
一
翼
を
担
っ
て

い
る
。

　

時
代
は
Ｓ
Ｓ
Ｗ
を
と
い
う
動

き
も
あ
り
、
い
い
検
討
材
料
で

は
あ
る
が
、
今
後
も
目
の
前
の

一
人
ひ
と
り
を
救
う
現
在
の
支

援
を
継
続
し
て
い
く
。

問 問 Ｓ
Ｓ
Ｗ（
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
）の
設
置
を

公明党議員団
甲斐 百合子 議員

個人質問 町政を問う！

現在の支援を継続していく答

多様な困難の支援に
SSWを

問

会派代表 町政を問う！

■小学校の授業風景

答

教
育
部
長

５
歳
児
健
診
の
導
入
を

問

問答

町
長

答

健
康
福
祉
部
長

答

教
育
長

■乳幼児健診の様子
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